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餞郷への
鶏密想い毯圏6

―
ラ
ム

（公
開
討
論
会
）
が
開
催

こ
れ
は
、
二
十

一
世
紀
に
向
け

て
、
豊
か
で
快
適
な
地
域
づ
く
り

専
門
分
野
や
経
験
か
ら
地
域
づ
く

り
の
あ
り
方
等
を
提
言
、
討
論
じ

提
言
者
に
は
、
工
藤
鐵
美
氏
、

三
和
治
氏
が
招
か
れ
、
鍋
田
元
県

派
遣
社
会
教
育
主
事
が
司
会
を
務

工
藤
さ
ん
は
、
磯
松
地
区
出
身

で
、
県
内
の
小
、
中
学
校
長
や
青

現

在

は

社

会

福

祉

施

設

で
活

躍

し

福

祉

事

務

所

、

厚

生

省

勤

務

を

経

て

、

現

在

は

明

治

学

院

大

学

社

会

学

部

教

授

と

し

て
活

躍

中

で
す

。

隆

三

市

浦

村

長

が

「
地

元

に

い
て

と

を

な

が

め

て
、

自

分

の

ふ

る

さ

と

が

こ
う

あ

つ
て

ほ

し

い
、

も

っ

に

聞

き

な

が

ら

、

村

お

こ

し

に

取

り

組

ん

で

い
き

た

い
」

と

あ

い
さ

つ
づ

い

て
、

さ

っ
そ

く

、

提

言

―
故
郷
へ
の
熱
き
想
い
を
語
る
―

を
テ
ー
マ
に
討
論
会
に
入
り
、
工

の
人
づ
く
り
の
た
め
に
」
三
和
さ

ん
に
は

「市
浦
の
歴
史
文
化
に
根

の
村
民
も
積
極
的
に
意
見
、
質
問

を
発
表
す
る
な
ど
会
場
は
熱
気
に

あ
ふ
れ
、
討
論
会
は
盛
会
の
う
ち

定
試
験
が
、
二
月
十
六
日
午
後

一

時
か
ら
村
内
各
小
学
校
で
開
催
さ

今
回
の
受
験
者
数
は
三
十
五
名

で
し
た
が
、
合
格
者
は
次
の
と
お

美

（辻
分
珠
算
塾
）
秋
田
圭
美
、

▽
三
級
　
一二
和
留
美
子

（辻
分

珠
算
塾
）
小
山
内
め
ぐ
み
、
相
坂

友
人

（浦
田
塾
）

▽
四
級
　
古
川
千
尋
（浦
田
塾
）

▽
五
級
　
内
藤
隆

一
（浦
田
塾
）

▽
六
級
　
浜
田
英
嗣
（浦
田
塾
）

▽
七
級
　
小
山
内
康
恵
、
越
野

好
晴

（浦
田
塾
）

▽
八
級
　
小
倉
裕
美
（浦
田
塾
）

▽
九
級
　
成
田
仁
美

（辻
分
珠

算
塾
）

▽
十
級
　
棟
方
伸
伍
（浦
田
塾
）

今

、

村

は

人

口
が

減

っ
て

、

お

年

寄

り

が

増

え

て
き

て

い
る

高

齢

化

社

会

を

迎

え

て

い
る

。

し

か

し

お

年

寄

り

は

「
生

き

た

知

識

の
宝

庫

」

で
あ

る

。

何

十

年

も

積

み

重

ね

た

経

験

が

豊

富

で
あ

る

。

そ

れ

や
孫

た

ち

に
伝

え

、

人

づ

く

り

を

で
は
な
い
か
。
今

一
度
、
ふ
る
く

て
新
し
い
人
づ
く
り
を
考
え
て
ほ

を
向
け
る
と
、
時
代
は
今
ど
ん
ど

国
際
交
流
等
を
推
進
し
、
視
野
を

広
め
さ
せ
、
学
習
環
境
の
整
備
に

と
を
望
む
。
私
は
、
今
の
若
い
人

た
ち
に
、
イ
ベ
ン
ト
の
積
極
的
参

加
等
、
非
常
に
期
待
し
て
い
る
。

な
つ
か
し
さ
、
人
情
の
厚
さ
が

現
在
の
社
会
福
祉
を
見
る
と
、

―
ム
の
建
設
等
に
よ
り
、
子
供
が

親
の
面
倒
を
見
な
い
社
会
が
出
来

福
祉
と
は
、
自
分
で
は
ど
う
し
よ

う
も
な
い
人
に
、
他
人
が
進
ん
で

る
。
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
人
が
、

自
分
の
感
情
を
用
い
る
状
況
を
ど

の
よ
う
に
つ
く
る
か
村
に
期
待
す

る
。
村
の
す
ば
ら
し
い
福
祉
計
画

を
ど
の
よ
う
に
具
体
化
し
て
い
く



▼

バ

レ

ー

ボ

ー

ル

の
部

▼
卓

球

の
部

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

優

勝
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相

内

第

一
チ

ー

ム
。

第

二

優

勝

＝

相

内

第

ニ

チ

ー

ム
ロ

第

二

　

　

◆

総

合

の
部

一
¨
一

式 年 ュ
一

を 「 テ
¨
¨

，
一
¨
¨
一
　
　
な

っ
奮
だ
聴
一

れ へ
“

娯

で
優
れ
た
実
績
わ
」残
し
彗

天

の

　

も

が

ん

ば

り

た

い
払

動

　

　

　

第

十

二

回

運

輸

大

臣

杯

争

奪

Ｂ

鋤

¨

　

　

一

¨

一

一

「

”

¨

讐

器

¨

一

一

¨

ヽ

通
科
連
隊
に
所
属
し
、
平
成
二
年

感
激
で
胸
が

い
っ
ぱ
い
で
す

ス
ポ
ー
ツ
賞
を
い

た
だ
い
て
と
て
も

う
れ
し
か
っ
た払年

得櫛
輛
卜三′‐、

′ｊヽ山
．

第
八
回
ふ
れ
あ
い

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

全
日
程
終
了

全

日

程

を

終

了

し

ま

し

た
。

▼
団

体

戦

最

優

秀

選

手

賞

＝

佐

藤

ま

る
．

敢

闘

賞

――

若

山

す

え
。

優

秀

選

手

下澤卓司さん
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物

館

や

プ

レ
イ

施

設

が

充

実

し

た

島

で
あ

る
。

世

界

貿

易

セ

ン
タ

ー

し

た
調

印

式

の
模

様

が

ろ
う

人

形

で

リ

ア

ル

に
再

現

さ

れ

て

い
た
。

日

、

自

ら

が

世

代

交

代

の
必

要

性

思

議

な

魅

力

を

も

っ
た

ク

リ

ー

ン

地

球

が
狭

く

な

っ
た

よ

う

な

気
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港
湾
都
市
ハ
リ
ッ
ジ

の
歴
史
が
あ
る
貿
易
港
で
す
。

ン
テ
ナ
専
用
の
船
舶
の
た
め
の
主

に
あ
り
、
Ｅ
Ｃ
統

一
と
北
欧
及
び

が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

の
定
期
便
は
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ベ
ル

ヘ
運
航
さ
れ
て
い
ま
す
。

倉
庫
、
そ
の
他
の
港
湾
に
関
す
る

性
の
方
で
し
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
で

は
、
女
性
の
議
会
議
長
さ
ん
は
そ

ん
な
に
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
そ

さ
て
、
港
の
開
発
で
す
が
、
民

間
の
エ
セ
ッ
ク
ス
社
が
国
か
ら
鉄

道
用
地
の
払
い
下
げ
を
受
け
て
推

港
の
拡
大
と
海
浜
地
の
埋
め
立

パ
ス
の
建
設
が
行
わ
れ
て
お
り
、

そ
の
開
発
費
用

一
千
七
百
億
円
に

等
の
資
金
が
投
資
さ
れ
る
こ
と
に

と
で
、
日
本
語
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

エ
事
担
当
の
モ
ー
ジ
ャ
ー
さ
ん

に
、
建
設
現
場
で
説
明
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
海
浜
地
は
意
外

ま
た
、
バ
イ
パ
ス
が
防
潮
堤
を

う
の
は
交
差
点
の
構
造
で
、
信
号

ク
シ
ョ
ン
式
に
設
計
さ
れ
て
い
ま

小
限
に
押
さ
え
る
た
め
と
の
こ
と

で
、
交
通
安
全
対
策
と
し
て
今
後

イ
ギ
リ
ス
の
文
化
、
芸
術

有
名
な
パ
ッ
キ
ン
ガ
ム
宮
殿
の

で
し
た
が
陸
軍
の
衛
兵
の
交
替
式

イ
ギ
リ
ス
の
伝
統
が
象
徴
さ
れ

る
儀
式
で
し
た
が
、
あ
い
に
く
の

息
が
白
い
く
ら
い
で
し
た
。

て
お
り
観
光
客
が
た
く
さ
ん
見
物

ロ
ン
ド
ン
市
内
観
光
は
、
有
名

国
会
議
事
堂
（ビ
ッ
グ
ベ
ン
）
、
大

英
博
物
館
、
ロ
ン
ド
ン
塔
等
々
を

見
学
し
ま
し
た
が
時
間
が
少
な
く

駆
け
足
で
し
た
の
で
少
々
残
念
で

ロ
ン
ド
ン
の
タ
ク
シ
ー
は
、
全

て
オ
ー
ス
チ
ン
と
い
う
車
種
で
伝

統
を
感
じ
さ
せ
る
乗
り
物
で
す
。

空
車
は
、
「
Ｆ
ｏ
ｒ
Ｈ

‐
ｒ
ｅ
」

「
Ｔ
Ａ
Ｘ
Ｉ
」
と
書
か
れ
た
ラ
イ

ト
が
目
印
で
、
先
ず
行
く
先
を
運

料
金
は
距
離
と
時
間
の
併
用
メ

下
車
を
す
る
と
き
は
、
料
金
の

チ
ッ
プ
を
加
算
し
て
渡
す
の
が
常

が
、
ロ
ン
ド
ン
の
交
通
機
関
は
ど

れ
も
大
変
便
利
で
、
個
性
的
で

一

買
物
の
釣
り
銭
に
つ
い
て

釣
り
銭
を
貰
う
と
き
は
小
銭
か
ら

台
風
十
九
号
に
つ
い
て

青
森
県
が
、
台
風
十
九
号
に
直

の
新
聞
で
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
少
し
値
段
は
高
か
っ
た
で
す
。

三
ポ
ン
ド
は
如
何
で
し
ょ
う
。

廃
棄
物
処
理
の
施
設
見
学
を
イ

い
た
が
許
可
が
降
り
ず
、
断
念
し

ロ
ン
ド
ン
郊
外
の
ド
ッ
ク
ラ
ン
ド

廃
棄
物
処
理
の
方
法
は
、
ご
み

を
埋
め
立
て
て
新
た
に
用
地
を
造

卜
に
投
入
さ
れ
、
こ
れ
を
圧
縮
機

で
圧
縮
し
、
コ
ン
テ
ナ
船
で
埋
め

立
て
地
に
搬
送
し
て
い
た
。

研
修
担
当
の
班
で
は
こ
こ
の
施

設
の
印
象
と
し
て
、
埋
め
立
て
予

定
地
が
あ
る
う
ち
は
い
い
が
、
な

く
な
っ
た
将
来
の
こ
と
が
気
が
か

り
な
こ
と
を
挙
げ
て
お
り
、
研
修

計
画
が
変
更
に
な

っ
た
た
め
、
事

前
研
修
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
、

県
内
の
懸
案
事
項
と
の
関
わ
り
が

づ
き
ま
し
た
が
、
ガ
イ
ド
の
ワ
ダ
さ

ん
が
話
し
て
く
れ
た
こ
と
で

一
つ
、

イ
ギ
リ
ス
の
国
民
は
、
家
と
休
暇

独
身
時
代
に
は
ア
パ
ー
ト
、
結

婚
し
た
ら
賃
貸
住
宅
、
子
供
が
生

老
夫
婦
二
人
に
な
っ
た
ら

一
戸
建

ち
何
回
と
な
く
住
居
を
変
え
る
そ

こ
れ
が
イ
ギ
リ
ス
流
の
合
理
性
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・久
リ
タ

２

ω

碑

ム

楊

紹

康
季
　
　
　
　
　
　
　
劃
〔
口
♂
中
だ
す
。　
ｆ
甲

　

齢
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

三鰤刺」脚韓〔腋弟っ】″〔　　＝一いな岬鰤［一贅れ社け、
膚・季、羽賀寺を再興峙一

子
孫
の

一
部
を
ご
紹
介
し
ま
し
　
　
た
も
の
で
す
。
で
す
か
ら

「安

　

し
‥
と『
漱
御
嫁
系
掴
」
に
、

「銀

に
は

「泰
季
」
の
字
が
当
て
ら
　
　
道
号
高
山
、
法
名
玄
機
、
鳳
衆
　
　
季
の
事
績
の

一
端
が
表
現
さ
れ

第

一
に
康
季
は
、
現
在
の
福

か

が

「

卜
話

を

元

出

戻

し

て
今

　

　

藤

氏

」

を

「
下

国

殿

」

と

も

呼

　

一恥

軍

３
轟

ヽル

わ

爛

の
洲

輝

、
一ぷ

¨̈一一一̈̈
●帝 釈 天

井

県

小

浜

市

（
文

中

若

州

＝

若

こ

の

羽

賀

寺

は

、

第

四

十

四

代

元

正

女

帝

の
霊

魯

軍

（
洋

一

（
朝

鮮

半

島

の
国

）

か

ら

日
本

建

て

た

高

僧

に
よ

っ
て
創

建

さ

観

世

音

（

「
広

報

し

う

ら

」

第

七

回

掲

載

）
を

祀

る

真

言

宗

の

お
寺

で

、

第

六

十

二
代

村

上

天

す

。

現

住

職

は

丹

生

実

温

と

い

問

し

て

安

藤

氏

を

供

養

し

、

福

島

城

址

に
供

養

塔

を

建

て

た

こ

草

建

以

来

た

び

た

び

火

災

や

洪

ま

す

が

、

時

の
天
皇

や

檀

徒

に

よ

っ
て

そ

の

た

び

ご

と

に
再

建

さ

れ

、

盛

衰

を

く

り

返

し

な

が

ら
校

紺

し

て

き

ま

し

た
。　

水
享

祝
い
品
を
献
上
し
て
、

「陸
奥

守
」
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
ま
す
。

「陸
奥
守
」
に
就
任
し
て
い
ま

事
態
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。
こ

に
権
力
争
い
が
あ
り
、
鎌
倉
の

関
東
管
領
が
将
軍
家
と
対
立
し

季
と
同
名
）
が
福
島
県
三
春
町

の
御
祈
願
所

「
日
乗
山
東
州
親

＾，
両
亀
天
」
像
で
す
。
東
方
を



流

動

す

る

社

会

情

勢

の
中

で
、

赤

十

字

に

課

せ

ら

れ

た

人

道

的

業

し

、

諸

事

業

の
推

進

に
努

力

い
た

達
成
率
　
一
一
一六

・
四
％

平成 4年度実績 善
意
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

■
日

目

曰

二
月

一
日
よ
り
実
施
さ
れ
た
平
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月

に
実

施

し

た

休

養

に

つ

い
て

の

意

識

調

査

の
結

果

を

報

告

さ

せ

て

い
た

だ

き

、

休

養

に
対

す

る

意

識

に

つ

い
て

お

知

ら

せ
し

ま

し

た
。

今

回

は

実

際

に

ど

の
く

ら

い
休

養

報

告

し

ま

す

。

②

休

養

が

ど

の
く

ら

い

と

ら

れ

て

ら

れ

て

い
ま

す

（
表

３

）。
ま

た

約

四

十

％

の
人

は

、

平

均

三

十

分

～

一
時

間

の
昼
寝

を

と

っ
て

お

り

（
表

４

）

、

睡

眠

時

間

と
あ

わ

せ

る

と

八

～
九

時

間

は

体

を

休

め

て

い
ま

睡

眠

不

足

（
表

３

）。
約

二

十

％

の

人

は
前

日

の
疲

れ

が

と

れ
な

い
（
表

５

）

・
二

十

六

・
六

％

の
人

は

休

ら

れ

て

い
な

い

⌒
表

６

）

・
三

十

％

強

の
人

は

一
週

間

の
う

ち

全

く

休

み

が

な

い

（
表

７

）

と

答

え

て

ま

た

、

地

区

別

に

み

て

み

る

と

大

田

地

区

に

お

い
て

、

前

日

の
疲

れ

が

と

れ

な

い

・
休

養

が

全

く

、
　

　

仕

事

を

し

な

い
日

は

な

い
と

い
う

い

・

一
週

間

の
う

ち

全

く

休

み

が

　

　

　

こ
れ

ら

は

「
体

を

休

め

る

こ

と

」

な

い
と
答

え

る

人

が
他

地

区

よ

り

　

　

さ

え

で
き

な

い
現

状

に
あ

り

過

重

比

較

的

多

い
結

果

と

な

り

ま

し

た

　

　

労

働

を

う

か

が

わ

せ

る

も

の

で
あ

（
表

８

）。
さ

ら

に
大

田

地

区

で

は

、
　

り

ま

す

。

◆
ま
と
め

今
後
の
休
養
の
あ
り
方
を
考
え

る
時
、
行
政
と
し
て
は
①
休
む
こ

と
が
確
実
に
保
証
さ
れ
る
点
で
の

対
策
②
休
む
こ
と
プ
ラ
ス
養
う
こ

と
を
含
め
た
休
養
の
重
要
性
の
啓

蒙

・
教
育
に
重
点
を
置
き
、
活
動

を
展
開
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。
し
か
し
、
休
養
は
突
き
詰

あ
り
、
個
々
人
の
休
養
に
対
し
て

の
認
識
如
何
に
よ
っ
て
健
康
増
進

う
か
決
ま
る
と
い
え
そ
う
で
す
。

％

鰤

一
　

お

誕

生

村

山

　

　

遥

（
相

内

）
恭

猿

賀

　

可

治

⌒
相

内

）
忠

奈

良

　

　

学

（
大

田

）
睦

ｄ
“
〕

ご

結

婚

島
　
　
　
孝

（十
　
一こ

橋
　
多
美
子

（二
　
重
）

村
　
勝
　
也

（中
　
里
）

良
　
美
忠
子

（大
　
田
）

藤

康

展

貫

戸
）

谷
　
美
由
起

（脇
　
一九
）

岡
　
光
　
男

（十
　
一こ

藤
　
友
　
紀

（東
　
京
）

圃
吻
餘

納

　

み

　

ゑ

⌒
十

三

）

８２
歳

上

　

善

　

丈

（
脇

元

）

６６
歳

本

　

大

四

蔵

（
磯

松

）

７４
歳

表3.睡 眠 時 間

表4.昼 寝 の 有 無

表5.前日の疲れがとれているか

表6.日 常生活の中で充分な休養がとれているか

表7.1週 間のうち仕事を休む日はどの くらいか

表 8。 前日の疲れ、休養、休みについて (地区別)

れね舞］
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